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あらまし：小学校でのプログラミング教育は教科の中で実践される．指導要領解説やプログラミング教育

の手引きによると小学校 5年生の算数で多角形の作図，6年生の理科でエネルギーの箇所での授業の例示

がされている．しかし，プログラミングを実施する教科の指定は特にされておらず，学校や教員の裁量に

任されている．本研究では，プログラミングの初心者である教員に対して，約六時間のプログラミングの

講習を行った後，どのような科目で実施したいかを調査した．その結果，国語，算数，総合の順に実施し

たいことが分かった．また，講習会前後の自由記述の比較から，プログラミング教育に対する心配は低下

することが明らかとなった． 
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1. はじめに 

新学習指導要領[1]における小学校でのプログラ

ミング教育では，プログラミングという教科を設け

たわけではない．既存の教科のなかでプログラミン

グを実施することになっている．小学校プログラミ

ング教育の手引き[2]では，小学校 5 年生の算数で多

角形の作図および 6 年生の理科でエネルギーにおい

てその例示がされている．これらはあくまでも例示

であり，教科が指定されているわけではない． 

したがって，どの学年でどの教科でプログラミン

グを実践するかは，学校及び教員の裁量に任されて

いる． 

先行研究での過去の調査(2018 年実施)では，「算数

や理科などの教科の中でプログラミング教育を実施

すること対してあなたはどう思いますか」という調

査では，教員 293名にしてその 60％が算数や理科は

合っていると答えており，次いで国語や社会 4％，

図工や音楽 4％となっている．この調査においては，

質問の仕方は算数や理科などと文中にあるため，バ

イアスがかかっていると考えられるため，偏った結

果となっている． 

さらに，単なる意識調査では，授業構想までを含

んだ回答ではないため，プログラミング教育に対す

る印象を聞いたことになる． 

本研究では，約六時間のプログラミングの講習会

を受講した教員に対して，どの教科で行い，その実

践内容までを考えるために指導案（略案）を作成し，

その分類を試みる．また，講習会前後で，プログラ

ミング教育に対する心配なこと，期待することにつ

いてどのように変容するかを調査する． 

 

2. 目的と方法 

2.1 調査の目的 

本研究の目的は 2 つある．1 つ目は，プログラミ

ングの講習を受講した教員が，どの科目でプログラ

ミングを実践したいかを把握すること．2 つ目は，

講習会前後の自由記述を比較することにより，講習

を受けることによって，プログラミング教育に対す

る心配がどのような変化をするか知ることである． 

2.2 調査対象者と期間 

調査対象は，教員免許更新講習「Scratch プログラ

ミング」に参加した 50 名および 90 名である．調査

期間は 2018 年 8月の 2日間である．上記講習会の内

容は，1 時間の講義の後，約 5 時間のプログラミン

グの実習を行った．実際に行ったプログラミング環

境は，ビジュアルプログラミング言語の Scratch を用

いた．教科書には「親子でかんたん スクラッチプ

ログラミングの図鑑」[3]を利用し，簡単なゲーム作

成から，教材開発までを行った． 

 

2.3 調査の方法 
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データの収集方法は上記の講義の前後に「プログ

ラミング教育に対する心配なこと」と題した自由記

述を用いた．さらに，講習の最後に実際に行いたい

プログラミング教育の指導案を作成し，その指導案

を調査対象とした． 

 

3. 結果 

講習の受講者が作成した指導案 52 例について分

類したものを表 1に示す．学校種では，小学校で実

施する指導案が 21 例，中学校で実施する指導案が

18 例，高等学校で実施する 指導案が 4 例，特別支

援学校が 9例となっている． 

上位から小学校国語，算数，中学校技術家庭，そ

して総合の順となっていることが分かった． 

学校種をまとめると，国語，算数(数学)，総合の

順となっていることが分かった． 

 

表 1 想起する学校種と科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次に，講習会前後で，プログラミング教育に対す

る心配について自由記述の解析結果を示す． 

 講習前の自由記述は，語数が 8499語，文数が 327

文あった．講習後の語数は 7616 語，文数は 262文あ

った．それらの文章を，テキストマイニングの手法

を利用し，KH-coder 3 を用いて共起ネットワークを

作成した． 

共起ネットワークの結果を図 1および図 2 に示す． 

共起ネットワーク図を作成するにあたり，抽出条件

は，集計単位は文単位とし，最小出現語数は 10，品

詞はすべてとし，共起関係上位 60を抽出した．また，

描画条件を最小スパニングツリーとして，次数によ

り中心性を選択し描画している． 

 講習前と後について「心配」という語に注目し，

その構造を比較すると，講習前では「心配」がより

多く使われており，それらは「プログラミング」「教

える」「小学校」「自分」に隣接している． 

 そして，受講後は「心配」の数は少なく，「教える」

のみ隣接している． 

 一方で，講習後で新たに表れた言葉に「授業」が

あり，それらは「取り入れる」「活用」などに隣接し

ていることが分かる． 

 

4. 考察 

プログラミング初心者の教員に対して，約六時間

の講習会を行った結果，小学校の国語，算数，総合

での実践ができそうであると考えている教員が多い

ことが分かった．作成された指導案から，国語では，

ビジュアルなプログラミング環境から，キャラクタ

ーを中心に，アニメーションやセリフを表示するプ

ログラムから物語を読み，自分なりの表現をする活

動などが考えられていた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 講習前の共起ネットワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 講習後の共起ネットワーク 

 

5. おわりに 

本稿では，教員免許更新講習における教員の意識

に関する調査であった．今後は，調査対象を増やす

とともに，より良いプログラミング教育への指針を

得られるように，インタビュー調査などを用いて定

性的なデータも収集する予定である． 
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